
［成果情報名］クラウン温度制御による夏秋どりイチゴ栽培の増収技術 

［要約］夏秋期に一季成り性品種「雷峰」および四季成り性品種「デコルージュ」において、クラ

ウン部に接するようにチューブを設置し、チューブ表面温度を 16～24℃に温度制御すると、夏期

の１果重および商品果率が向上し増収する。 
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［背景・ねらい］ 

近年、温暖な西南地方と同様に、宮城県においても夏秋どりイチゴ栽培において夏季の高温に

よる減収、小玉化が課題とされている。そこで、クラウン温度制御による夏秋どりイチゴの安定

生産技術を明らかにする。 
［成果の内容・特徴］ 

１．イチゴのクラウン部にチューブを設置し、チューブ表面温度を 16℃～24℃に温度制御するこ

とで、クラウン部温度は 20℃～26℃で推移する。収量は一季成り性品種「雷峰」、四季成り

性品種「デコルージュ」のいずれも、夏期の１果実重および商品果率が向上し、増収する（表

１、図１）。 

２．一季成り性品種「雷峰」においては、短日処理とクラウン温度制御によって出蕾数が向上す

る（図２）。 

３．試験に用いた温度制御用チューブは、いずれも同程度の増収効果、果実肥大効果が認められ

た（表２）。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．クラウン温度制御は、（独）九州沖縄農業研究センターで開発された技術である。 

２．試験で使用したチューブは、クラウン温度制御用２連チューブ（ナチュラルステップ社製）

およびポリエチレンチューブ（ネタフィム社製 16ｍｍ径ポリエチレンパイプ）である。２連

チューブは価格が１ｍ当たり 525 円、ポリエチレンチューブが１ｍ当たり 63円（いずれも税

込み）である。 

３．チューブ表面温度は、温度ロガー（T＆D社製おんどとり TR－71Ui）をチューブ表面にビニル

テープで固定し測定し、クラウン温度は、熱電対ロガー（Lascar Electronics Inc 社製

EL-USB-TC）をクラウン部に直接差し込み測定したもの。 

４．「雷峰」で夏秋どり栽培する場合は、５月中旬から９月中旬まで短日処理が必要である。 

 



［具体的データ］ 

表１　各品種・試験区の株当たり収量

収量(g)
１果重
(g/個）

夏期の１
果重(g/
個)

対照 30.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.1 12.5 ー 31.5 95.6

短日 42.8 16.3 0.9 3.8 25.0 26.9 6.9 122.6 9.0 6.4 162.1 75.7

短日+温度制御 25.4 6.8 26.8 42.0 32.9 66.6 86.2 286.7 10.1 8.1 339.8 84.3

対照 3.8 39.2 13.1 20.7 76.8 7.0 6.9 109.9 69.9
温度制御 1.3 47.7 39.8 51.9 140.7 8.7 8.7 149.7 94.0

注）商品果は5ｇ以上正形果及び7ｇ以上奇形果とした。夏期の１果重は6,7,8の３ヶ月間であり、収穫期間は雷峰2010/6/15～12/31、ﾃﾞｺﾙｰｼﾞｭは2010/6/25～9/30

　　定植は雷峰2010/4/8、ﾃﾞｺﾙｰｼﾞｭ2010/5/13、いずれもポット越年苗。雷峰の短日処理は2010/4/20～8/31まで１日８時間日長とした。

　　クラウン温度制御は、２連チューブを使用し、加温は電気ヒーター（ジェックス社製300BLK）、冷却はチラー(ORION社製RKS750C)により水温調節した。

　　雷峰は、2010/5/16～10/10の期間を冷却し、それ以外の期間は加温とし、ﾃﾞｺﾙｰｼﾞｭは2010/5/25～9/30の期間の冷却処理のみとした。
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    図１ クラウン温度の推移          図２ 一季成り性品種「雷峰」の出蕾数の推移 

注）測定期間は 2010/7/8～10。               注）出蕾数は各試験区 15 株の出蕾数の各月の合計。 

 

表２　現地実証試験における10a当たりの商品果収量（雷峰）

試験区 収量(kg) １果重(g/個）

対照 1183.1 8.2
２連チューブ 1839.6 10.4
ポリエチレンチューブ 1984.6 9.7
注）現地実証は栗原市耕英（標高530ｍ）で行い、耕種概要、試験方法等は所内試験に準じた。

　　クラウン温度制御はヒートポンプで水温制御した水をチューブに通水循環した。

　　収量は6～12月までの合計で、１果重は８、９月における計４回の調査（n>1463）の平均とした。

　　いずれの試験区も2010/5/10～9/12まで１日10～11時間日長の短日処理をした。  
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